
（奈良県）

市 政 ル ポ 五
ご じ ょ う

條市

［
京
奈
和
］開
通
で
始
ま
る
新
時
代

災
害
に
強
く
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
！

防
災
に
向
け
る
熱
い
思
い

　

今
回
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
五
條
市
は
、
今
年

10
月
で
市
制
施
行
60
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
。

　
「
人
間
で
い
え
ば
還
暦
で
す
。
こ
れ
を
契
機
に
ふ

る
さ
と
の
魅
力
を
み
ん
な
で
再
確
認
し
、
さ
ら
に
磨

き
上
げ
て
次
世
代
へ
継
承
す
る
と
と
も
に
、
広
く
発

信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
折
し
も
８
月
19
日

に
は
、
待
望
久
し
い
京
奈
和
自
動
車
道
（
御
所
区
間

＝
大
和
御
所
道
路
）
が
開
通
※
し
ま
す
。
五
條
市
が

も
と
も
と
持
っ
て
い
た
多
様
な
魅
力
を
、
地
域
外
に

発
信
す
る
た
め
の
間
口
が
大
い
に
広
が
る
チ
ャ
ン
ス

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
」 （
※
取
材
＝
７
月
19
日
）

　

そ
う
語
る
太
田
好
紀
・
五
條
市
長
の
就
任
は
、
平

成
23
年
４
月
。
五
條
市
が
隣
接
す
る
旧
吉
野
郡
西
吉

野
村
・
大
塔
村
を
編
入
す
る
形
で
実
施
し
た
平
成
17

年
の
合
併
か
ら
６
年
目
に
、
第
９
代
市
長
に
就
任
し

た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
就
任
５
カ
月
後
の
８
月

30
日
〜
９
月
４
日
に
か
け
、
五
條
市
を
含
む
南
和
地

域
（
奈
良
県
南
部
）
と
周
辺
一
帯
は
、「
紀
伊
半
島
大

水
害
」に
見
舞
わ
れ
る
。

　

後
に「
１
０
０
年
に
１
度
の
災
害
」と
ま
で
評
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
紀
伊
半
島
大
水
害
で
は
、
最
大
72
時

間
で
１
６
５
０
㎜
と
い
う
観
測
史
上
未
曽
有
の
降
水

量
を
記
録
。
山
々
の
深
層
崩
壊
に
よ
る
河
道
閉
塞
、

お
よ
び
洪
水
が
各
地
で
発
生
す
る
な
ど
、
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。

　

太
田
市
長
の
１
期
目
の
４
年
間
は
ま
さ
に
、「
就

任
直
後
か
ら
ほ
ぼ
す
べ
て
、
紀
伊
半
島
大
水
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
に
費
や
さ
れ
た
」
と
い
う
。
そ
れ
だ

け
に
、「
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
災
害
に
強
く
、

防
災
に
優
れ
た
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
が
基
盤

で
あ
り
、
そ
の
上
に
す
べ
て
が
構
築
さ
れ
て
い
く
イ

メ
ー
ジ
に
な
る
」と
強
調
す
る
。

　

そ
の
誓
い
通
り
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備
、
洪
水
・

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
全
世
帯
配
布
な
ど
を

は
じ
め
と
す
る
諸
対
策
、
並
び
に
地
元
警
察
・
消
防

は
も
と
よ
り
、
自
衛
隊
の
協
力
も
得
た
本
格
的
な
防

災
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、
防
災
力
向
上
の
た
め
の

努
力
を
精
力
的

に
行
っ
て
き
た
。

　

そ
ん
な
中
、
奈
良
県
と
の
連
携
で

力
を
傾
注
し
て
き
た
事
業
の
一
つ
が
、
陸
上
自
衛
隊

駐
屯
地
の
五
條
市
へ
の
誘
致
活
動
だ
。
ま
だ
確
定
は

し
て
い
な
い
が「
手
応
え
は
上
々
」で
、
誘
致
に
必
要

な
用
地（
約
１
４
０
ha
）の
選
定
も
済
ま
せ
、
来
年
度

か
ら
は
具
体
的
な
用
地
買
収
に
入
る
と
い
う
。

　
「
奈
良
県
は
47
都
道
府
県
で
唯
一
、
自
衛
隊
の
駐

屯
地
が
な
い
県
で
す
。
従
っ
て
紀
伊
半
島
大
水
害

の
際
に
も
、
一
番
近
い
宇
治
市
（
京
都
府
）
の
駐
屯

太
おおた

田好
よしのり

紀
五條市長
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地
か
ら
、
延
べ
１
万
２
０
０
０
人
も
の
自
衛
隊
の
皆

さ
ん
が
出
動
し
、
救
助
活
動
だ
け
で
な
く
、
復
旧
・

復
興
作
業
に
も
懸
命
に
当
た
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
全
国
各
地
の
自
治
体
か
ら
の
ご
支
援
と
と
も

に
、
五
條
市
民
は
今
も
心
か
ら
の
感
謝
の
念
を
抱
き

続
け
て
お
り
ま
す
。

　

同
時
に
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
、
私
た
ち
は
防
災

面
に
お
け
る
自
衛
隊
の
力
の
大
き
さ
を
改
め
て
痛
感

し
ま
し
た
。『
奈
良
県
に
も
自
衛
隊
の
駐
屯
地
を
』
と

い
う
声
は
県
内
に
元
々
根
強
く
あ
り
、
県
に
よ
る
誘

致
活
動
も
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
五
條
市
が

そ
の
誘
致
先
の
候
補
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
一
つ
に
は
内
陸
部
に

あ
る
五
條
市
が
、
東
南
海
ト
ラ
フ
な
ど
の
大
規
模
震

災
時
に
も
、
津
波
被
害
の
心
配
が
ま
っ
た
く
な
い
と

い
う
こ
と
。
さ
ら
に
駐
屯
に
必
要
な
土
地
が
あ
る
こ

と
。
中
で
も
、
京
奈
和
自
動
車
道
の
開
通
と
い
う
こ

と
が
や
は
り
大
き
い
で
す
ね
」（
太
田
市
長
）

　

京
奈
和
自
動
車
道
は
文
字
通
り
、
京
都
〜
奈
良
〜

和
歌
山
を
結
ぶ
総
延
長
１
２
０
㎞
の
高
規
格
幹
線
道

路
で
あ
る
。
冒
頭
の
市
長
の
言
葉
に
も
あ
る
今
回
の

開
通
は
、
京
奈
和
自
動
車
道
の
一
部
を
構
成
す
る
大

和
御
所
道
路（
御
所
南
Ｉ
Ｃ
〜
五
條
北
Ｉ
Ｃ
間
７
・
２

㎞
）
を
指
し
、
平
成
６
年
の
着
工
か
ら
23
年
も
の
歳

月
を
経
て
の
供
用
開
始
と
な
る
。
京
奈
和
自
動
車
道

の
全
通
に
は
ま
だ
一
部
区
間
が
残
さ
れ
て
い
る
。
だ

が
今
年
３
月
に
開
通
し
た
京
奈
和
自
動
車
道
・
紀
北

西
道
路
と
合
わ
せ
、
関
連
道
路
と
の
連
携
で
関
空
・

大
阪
市
内
ま
で
約
１
時
間
、
橿
原
市
ま
で
13
分
、
奈

時に暴れ川ともなるが地域に豊かな実りをもたらし続ける吉野川

河川敷の鯉のぼりや川遊びで盛り上がる吉野川活性化プロジェクト

待望久しい京奈和自動車道が8月19日、ついに開通（五條北IC〜御所南IC）
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良
市
と
も
30
分
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
特
に
京
奈
和
自
動
車
道
は
ト
ン
ネ
ル
と
架
橋
が

多
い
の
が
特
徴
で
す
。
そ
の
分
、
防
災
仕
様
が
綿
密

に
施
さ
れ
て
お
り
、
京
都
・
奈
良
・
大
阪
・
和
歌
山

方
面
へ
の
時
間
短
縮
と
と
も
に
、
災
害
時
の
物
資
輸

送
や
救
急
医
療
活
動
面
で
の
活
用
な
ど
が
大
い
に
期

待
さ
れ
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
内
は
い
ざ
と
い
う
際
の
避

難
所
と
し
て
も
機
能
し
ま
す
。
同
時
に
観
光
振
興
面

へ
の
波
及
効
果
も
、
測
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る

と
、
私
た
ち
は
考
え
て
お
り
ま
す
」（
太
田
市
長
）

京
奈
和
が
復
活
さ
せ
る
交
通
の
要
衝

　

さ
ら
に
京
奈
和
自
動
車
道
開
通
を
見
越
す
形
で
、

企
業
進
出
も
既
に
着
々
と
進

み
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
市
内

に
立
地
す
る
工
業
団
地
の
う

ち「
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
な
ら
工
業

団
地
・
全
28
区
画
」お
よ
び「
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
五
條
・
全

２
区
画
」
は
既
に
空
き
は
な

い
。
し
か
し
、
７
区
画
の
空

き
が
あ
る「
南
大
和
テ
ク
ノ
タ

ウ
ン
・
全
13
区
画
」に
は
今
年

度
だ
け
で
、
さ
ら
に
２
社
が

操
業
開
始
す
る
予
定
だ
。

　
「
観
光
・
物
流
・
企
業
誘
致

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
大
阪

市
や
奈
良
市
、
関
空
な
ど
と

の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
良
く

な
る
こ
と
で
通
勤
圏
が
広
が
る
の
も
大
き
い
。
今
後

は
移
住
・
定
住
先
と
し
て
も
、
考
慮
さ
れ
る
に
十
分

な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
得
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
」（
太
田
市
長
）

　

大
正
・
昭
和
の
鉄
道
全
盛
時
代
に
お
い
て
は
私
鉄

駅
が
な
く
、
運
行
本
数
の
少
な
い
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線
し

か
な
い
五
條
市
は
、
交
通
面
の
便
の
悪
さ
な
ど
か

ら
、
次
第
に
人
口
減
少
の
道
を
辿
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

　

例
え
ば
平
成
17
年
の
合
併
時
の
人
口
３
万
８
０
０
０

人
強
は
、
平
成
29
年
５
月
現
在
で
３
万
人
強
と
な
っ

て
い
る
。
昭
和
45
年
の
エ
リ
ア
人
口
（
旧
五
條
市
・

西
吉
野
村
・
大
塔
村
）が
計
４
万
１
０
０
０
人
強
だ
っ

た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
合
併
以
前
は
漸
減
時
代
が

続
い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
日
本
全
体
の
少
子
高

齢
化
と
大
都
市
圏
へ
の
集
中
が
急
激
に
進
ち
ょ
く
し

た
平
成
17
年（
合
併
時
）以
降
は
、
よ
り
人
口
減
少
の

加
速
度
が
増
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
る
。

　
「
特
に
多
い
の
が
20
歳
代
の
若
者
た
ち
の
転
出
で

す
。
中
で
も
大
学
に
入
る
た
め
に
転
出
し
た
若
者
た

ち
は
、
ほ
ぼ
五
條
に
は
帰
っ
て
こ
な
い
と
い
う
の

が
、
残
念
な
が
ら
近
年
の
顕
著
な
傾
向
で
し
た
」（
太

田
市
長
）

　

京
奈
和
自
動
車
道
の
開
通
は
、
そ
う
し
た
負
の
連

鎖
的
傾
向
を
、
劇
的
に
打
ち
砕
く
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
。

　

例
え
ば
五
條
市
の
地
理
的
イ
メ
ー
ジ
は
こ
れ
ま

で
、
深
い
中
山
間
地
に
囲
ま
れ
た
盆
地
や
、
盆
地
の

中
心
部
を
貫
く
吉
野
川
沿
い
に
古
い
街
並
み
が
開
け

て
い
る
と
い
っ
た「
の
ど
か
さ
」が
先
行
し
て
い
た
よ

紀伊半島縦断計画の鉄道・未成線で観光資源としても期待される「五新線」跡

計画中止後にバス道路として活用された「五新線」跡（左の細道、右は丹生川）

五條市映像フェスタ2017に出席した河瀨直美監督と俳優・藤竜也
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う
に
思
わ
れ
る
。
平
成
25
年
度
か
ら
五
條
市
観
光
大

使
を
務
め
る
名
匠
・
河
瀨
直
美
監
督
が『
萌
の
朱
雀
』

（
平
成
９
年
度
作
品
、
カ
ン
ヌ
映
画
祭
新
人
監
督
賞

＝
カ
メ
ラ
・
ド
ー
ル
他
受
賞
多
数
）の
ロ
ケ
地（
旧
西

吉
野
村
地
区
中
心
）に
選
ん
で
以
来
、
近
作『
光
』（
今

年
度
カ
ン
ヌ
映
画
祭
正
式
出
品
）
に
至
る
諸
作
品
で

も
重
要
な
背
景
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
、
五
條
市
の

美
し
い
景
観
映
像
が
そ
の
典
型
的
な
事
例
だ
。

　

半
面
、
五
條
の
地
の
歴
史
は
非
常
に
深
い
。
波
乱

万
丈
で
あ
る
と
同
時
に
、
い
く
つ
も
の
光
芒
を
、
日

本
史
上
に
印
し
て
き
た
。

　

そ
も
そ
も
今
も
使
わ
れ
て
い
る
南
和
地
域
（
奈
良

県
南
部
）
と
い
う
名
称
は
、
律
令
時
代
か
ら
の
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。
南
北
朝
時
代
末
期
に
は
南
朝
の
本

拠（
御
所
）が
賀
名
生
地
区（
西
吉
野
）に
置
か
れ
た
。

吉
野
の
南
朝
が
陥
落
し
た
際
、
後
村
上
天
皇
が
こ
こ

に
落
ち
て
き
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
も
あ
る
（
御
所

と
し
て
使
わ
れ
た
建
物
は
現
在
も
、
民
家
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
！
）。

　

江
戸
時
代
初
期
の
大
和
五
條
藩
時
代
に
築
か
れ
た

城
下
町
・
五
條
新
町
は
、
現
在
も
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
の
選
定
を
受
け
、
有
効
な
観
光
資
源

と
し
て
も
健
在
だ
。
特
に
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代

に
か
け
て
は
、
吉
野
参
り
や
伊
勢
詣
で
、
奈
良
見
物

な
ど
の
旅
人
た
ち
の
宿
場
町
と
し
て
大
い
に
に
ぎ

わ
っ
た
。

　

さ
ら
に
五
條
市
須
恵
の
櫻
井
寺
に
は
、
幕
末
期
の

討
幕
運
動
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た「
天
誅
組
」の
本

陣
が
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
こ
と
も
、

忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
「
そ
う
し
た
歴
史
が
な
ぜ
五
條
の
地
に
集
中
し
て

い
る
の
か
と
い
え
ば
、
五
條
と
い
う
地
名
が
、
京
都
・

奈
良
・
伊
勢
・
熊
野
・
和
歌
山
な
ど
を
結
ぶ
、『
五

つ
の
幹
線
街
道
が
交
わ
る
地
』
に
由
来
し
て
い
る
こ

と
で
も
分
か
り
ま
す
。
加
え
て
吉
野
川
を
活
用
し
た

水
運
は
、
物
流
・
人
流
の
ま
さ
に
大
動
脈
で
し
た
。

つ
ま
り
近
代
以
前
の
五
條
は
、
京
都
・
奈
良
を
擁
し

て
文
化
の
中
心
地
だ
っ
た
紀
伊
半
島
の
、
さ
ら
に

《
へ
そ
》と
い
わ
れ
る
ぐ
ら
い
に
、
ま
れ
に
見
る
交
通

の
要
衝
だ
っ
た
の
で
す
」（
太
田
市
長
）

　

前
述
の
よ
う
に
鉄
道
交
通
全
盛
時
代
に
移
行
し
て

か
ら
は
、「
交
通
の
要
衝
」と
し
て
の
五
條
市
に
陰
り

が
続
い
た
。
だ
が
こ
の
８
月
19
日
に
、
紀
伊
半
島
を

南
北
に
縦
断
す
る
京
奈
和
自
動
車
道
が
つ
な
が
る
こ

と
で
、
再
び
交
通
の
要
衝
と
し
て
の
輝
き
を
取
り
戻

そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
い
え
る
。

市
制
60
周
年
に
芽
吹
く 

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

　

本
ル
ポ
の
冒
頭
部
分
で
、
太
田
市
長
の
１
期
目
４

年
間
は
、
紀
伊
半
島
大
水
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に

ほ
ぼ
費
や
さ
れ
た
と
書
い
た
。
し
か
し
そ
の
間
も
、

自
衛
隊
の
誘
致
活
動
な
ど
に
加
え
て
、
将
来
を
見
据

え
た
さ
ま
ざ
ま
な「
種
ま
き
」や
、
懸
案
の
解
決
に
向

け
た
地
道
な
努
力
が
実
践
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と

は
、
市
制
60
周
年
の
今
年
に
な
っ
て
実
現
し
た
、
あ

る
い
は
近
い
将
来
に
実
現
し
そ
う
な
各
種
の
事
業
・

施
策
の
現
況
を
見
れ
ば
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　

例
え
ば
五
條
市
・
大
淀
町
・
吉
野
町
な
ど
１
市
３

総延長900ｍの五條新町は“重要伝統的建造物群保存地区”
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町
８
村
が
、
奈
良
県
と
の

連
携
で
進
め
て
い
る
医
療

圏
・
病
院
の
再
編
は
代
表

的
な
事
例
の
一
つ
だ
。

　
「
五
條
市
と
吉
野
郡
大
淀

町
、
吉
野
町
に
は
そ
れ
ぞ

れ
、
県
立
五
條
病
院
、
町

立
大
淀
病
院
、
吉
野
町
国

保
吉
野
病
院
と
３
つ
の
総

合
病
院
が
稼
働
し
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の

病
院
は
周
辺
地
域
一
帯
の

医
療
を
担
っ
て
き
た
わ
け

で
す
が
、
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
患
者
数
の
減
少
な
ど

か
ら
経
営
悪
化
に
苦
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
や
、
役
割
を
新
た
に
集
約
・
分
担

し
、
高
齢
化
社
会
に
も
対
応
し
つ
つ
、
医
療
の
高
度

化
と
密
接
な
連
携
を
旨
と
す
る
病
院
運
営
を
目
指
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
奈
良
県
と
の
連
携
に
よ
り
、

南
和
地
域
全
域
に
ま
た
が
る
広
域
医
療
圏
の
形
成
を

実
施
し
た
の
で
す
。
新
た
な
運
営
主
体
と
な
る
の

は
、
県
お
よ
び
１
市
３
町
８
村
で
作
っ
た
南
和
広
域

医
療
企
業
団
で
す
」（
太
田
市
長
）

　

ま
ず
大
淀
町
に
立
地
す
る
大
淀
病
院
が
、
昨
年
３

月
に
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
（
平
成
28
年
３
月

開
院
）へ
と
衣
替
え
。
今
年
３
月
に
は「
奈
良
県
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
」
も
配
備
さ
れ
、
運
行
を
開
始
し
た
。
南

奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
25
診
療
科
と
救
急
セ

ン
タ
ー
な
ど
９
つ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
機
能
を
備
え
て

お
り
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
活
用
と
併
せ
て
、
救
急
・

災
害
時
に
も
拠
点
病
院
と
し
て
の
役
割
を
担
う
。

　

旧
県
立
五
條
病
院
と
旧
国
保
吉
野
病
院
は
、
拠
点

病
院
・
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
後
方

支
援
病
院（
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
）と
し
て
の
位
置
付

け
に
な
る
。
こ
の
う
ち
旧
県
立
五
條
病
院
は
新
た
に

五
條
病
院
と
な
り
、
長
期
療
養
患
者
や
病
状
が
安
定

し
た
リ
ハ
ビ
リ
患
者
を
受
け
入
れ
る
べ
く
、
建
物
の

耐
震
強
化
工
事
を
経
て
、
今
年
４
月
１
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
現
在
は
一
般
病
床
45

床
が
備
え
ら
れ
て
い
る
が
、
来
年
度
以
降
に
は
療
養

型
病
床
45
床
も
増
設
さ
れ
る
予
定
だ
。
昨
年
３
月
に

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
吉
野
病
院
（
旧
国
保
吉
野
病
院
）

は
、
慢
性
期
医
療
に
シ
フ
ト
し
た
入
院
・
地
域
医
療

を
中
心
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　
「
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

は
、
南
和
地
域
だ
け
で
な
く
奈
良
県
全
域
を
片
道
15

分
で
カ
バ
ー
で
き
ま
す
。
近
い
将
来
、
自
衛
隊
の
駐

屯
が
実
現
し
た
場
合
に
は
、
大
型
ヘ
リ
の
配
備
も
要

望
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
災
害
時
に
は
こ
の
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
と
と
も
に
、
紀
伊
半
島
全
域
を
視
野
に
入

れ
た
、
迅
速
な
救
急
・
救
助
活
動
が
可
能
に
な
る
は

ず
で
す
」（
太
田
市
長
）

　

ま
た
、
五
條
市
で
は
市
制
施
行
初
期
に
建
設
さ
れ

老
朽
化
し
た
市
庁
舎
を
、
五
條
高
校
跡
地
に
建
て
替

え
る
計
画
（
平
成
28
年
３
月
に
議
会
承
認
）
を
立
案
。

昨
春
か
ら
本
格
的
に
実
施
を
開
始
し
、
供
用
開
始
予

定
は
平
成
33
年
４
月
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
新
市

庁
舎
は
国
・
県
の
出
先
機
関
を
併
設
す
る
集
約
型
に

な
る
予
定
で
、
全
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
反
映
し
、「
市
民
が
集
え
る
市
役

所
で
、
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
、
防
災
の
拠
点
で
も
あ
る
」

今年4月にリニューアルオープンした五條病院

南奈良総合医療センター屋上に常備されているドクターヘリ（大淀町）

シダーアリーナは県産杉・檜をふんだんに使った総合体育館
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（奈良県）

（
太
田
市
長
）と
い
う
よ
う
な
、
多
目
的
型
の
活
用
を

意
識
し
た
も
の
に
な
る
。

地
域
資
源
の
活
用
と 

前
向
き
な
姿
勢
も
活
路
！

　

豊
か
な
歴
史
遺
産
と
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
五
條

市
で
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
活
性
化
事
業
へ
の

取
り
組
み
も
多
彩
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
例
え
ば
市
域
の
75
％
を
占
め
る
森
林
を
、
有
効

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
山
と
山
の
間
を
縦
横
に
流
れ
る
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
河
川
を
活
用
し
た
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
形

成
も
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
ま
た
日
本
一
の
生
産
量（
市
町
村
別
）を
誇
る
柿

を
中
心
に
、
ほ
か
の
農
産
物
に
つ
い
て
も
積
極
的
に

ブ
ラ
ン
ド
化
、
６
次
産
業
化
を
図
り
た
い
。
豊
か
な

歴
史
・
文
化
の
活
用
と
と
も
に
、
農
産
物
の
高
付
加

価
値
化
を
図
り
、
京
奈
和
自
動
車
道
開

通
後
の
観
光
振
興
に
も
役
立
て
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
」（
太
田
市
長
）

　

自
然
か
ら
の
恵
み
で
あ
る
と
同
時

に
、
古
来
、
歴
史
的
に
食
さ
れ
て
き
た

猪
や
鹿
の
ジ
ビ
エ
料
理
へ
の
活
用
は
、

山
林
へ
の
獣
害
を
防
止
す
る
と
い
う
意

味
で
も
一
石
二
鳥
の
取
り
組
み
と
い
え

る
。
猪
や
鹿
、
熊
な
ど
の
肉
を
活
用
し

た
ジ
ビ
エ
料
理
は
昨
今
、
森
林
保
護
の

観
点
も
含
め
全
国
的
に
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
五
條
市
の
取
り
組

み
は
、
一
歩
先
ん
じ
て
い
る
。

　
「
五
條
市
で
は
猪
や
鹿
の
食
肉
処
理
加
工
施
設『
ジ

ビ
エ
ー
ル
五
條
』
を
、
平
成
27
年
３
月
に
設
立
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
年
間
平
均
１
２
０
０
頭
程
度
、
猪

と
鹿
を
捕
獲
し
、
廃
棄
処
分
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

を
食
肉
と
し
て
活
用
す
る
方
向
へ
と
大
転
換
し
た
の

で
す
」（
太
田
市
長
）

　

平
成
28
年
度
の
販
売
実
績
は
、
食
肉
お
よ
び
加
工

食
品（
ジ
ビ
エ
カ
レ
ー
）な
ど
を
合
わ
せ
て
１
０
０
０
万

円
強
。
額
は
ま
だ
少
な
い
が
、
新
た
な
雇
用
の
場
と

も
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
燻
製
な
ど
の
新
商
品
開
発
も

進
め
る
な
ど
、
話
題
性
か
ら
生
じ
る
地
場
産
業
活
性

化
へ
の
影
響
な
ど
を
含
め
て
、
そ
の
発
信
効
果
は
大

き
い
よ
う
だ
。

　

市
域
に
は
中
山
間
部
が
多
く
、
そ
う
い
う
地
域

ほ
ど
高
齢
化
率
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
五
條
市
で
は
、

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
」
に
軸
足
を
置
い
た

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
、
現
行
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
の
循
環
的
な
運
行
の
強
化

な
ど
、
さ
ら
な
る
少
子
高
齢
化
に
向
け
た
課
題
も

少
な
く
な
い
。

　

だ
が
待
望
久
し
い
京
奈
和
自
動
車
道
の
開
通
の
年

と
、
市
制
施
行
60
周
年
の
節
目
が
重
な
っ
た
五
條
市

で
は
現
在
、
移
住
・
定
住
を
推
進
す
る
施
策
と
し
て
、

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
や
新
婚
世
帯
を
対
象
と
し
た
住
宅
取

得
補
助
金
制
度
を
実
施
す
る
他
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
整
備
、
ま
た
、
小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
の

参
加
を
可
能
に
し
た
「
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

制
度
」の
創
設
な
ど
、「
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
次

世
代
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
意
識
し
た
積
極
的
な
取

り
組
み
」（
太
田
市
長
）に
も
力
を
入
れ
る
。

　

太
田
市
長
の
パ
ワ
フ
ル
な
牽
引
力
の
発
露
は
、
市

制
施
行
60
周
年
の
節
目
を
機
に
、
ま
さ
に
「
こ
れ
か

ら
が
本
番
」（
太
田
市
長
）
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
る
の
だ
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

平
成
29
年
７
月
19
日
）

県立五條高校賀名生分校農業科では全国から集う生徒が柿づ
くり等を実習

ジビエ専門の食肉加工施設ジビエールの作業風景

日本一の生産量を誇る五條柿の選果場
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